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鳴瀬川中流部緊急対策
特定区間事業

河道の掘削が始まりました

　上記写真は、河道掘削から改良までの流れを説明した写真です。（作業順番は、①掘削前状況→②バック
ホウによる掘削→③クローラーダンプによる運搬→④改良機による土質改良）掘削前は雑木で覆われていた
岸が伐開・掘削されることによって、河道が広くなり洪水を安全に流すことが可能になります。

掘削土の改良について

今回の事業では掘削土を
リサイクルする為、２つ
の工法で土質改良してい
ます。１つ目は左岸で掘
削土に固化材(石灰･ｾﾒﾝﾄ)
を混合する工法です。２
つ目は掘削土(砂)に山土と
砕石を混合する工法で右
岸で試験施工を行ってい
ます。特に２つ目の３種
混合方式は東北地方では
始めて採用された工法と
なっています。

②バックホウによる掘削作業①掘削前状況

③運搬状況④掘削土の改良状況


